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本学年月	
, 高大連携活動
一環, 附属高校間 ｢情報｣ 共
同研究会組織, 同研究会, 高
校新教科 ｢情報｣ 授業内容, 

, 高校 ｢情報｣ 履修学生
大学入学年度以降, 大学
基礎的情報処理科目授業内容
議論行｡ ,  試!
, 大学入学時点 年次学生有
"#$%&'基礎知識基(基礎的情
報処理科目)*+分行,想定-
, ./0+1#23+2試作｡
4年5月, 63+2有効性検討
, 内容改善図上基礎資料得
6目的, ｢"#$%&'基礎知識
関3+2｣ (以下, 単3+278)
題, 試作3+2用9&'
収集開始｡ 3+2内容:結果
詳細, 中嶋・古谷 (;) 参
照｡
現在, 大学情報教育場, "#
$%&'初心者持基礎知識:操作技能
系統的調<, 一般広=認

方法存在｡ 多=場合, 質問紙
7>"#$%&'使用経験:'0$#
?技能@受講者報告A, 結果	

, 各受講者知識:技能担当教員経験
基(推測実情B｡ 具
体的, CD"#使>6B	@
,	, 使用E.FG&HI#DJ2
種類, @調<K (例LM, 本多,
4； 牧野・久保・大塚・高辻・林, ),
操作習熟度自己評価AK方法
(例LM, ｢N7=｣ ～ ｢ >=
｣ N段階評価) 7=用

 (例LM, 原田・鳥居・中西・桝田・
菅野, )｡
一般, "#$%&'使用経験豊富
, 知識:技能習得度高=
考L
K, 6前提概成K
立-思, "#$%&'使用
経験関受講者自身報告	
, 受講者
実際身知識:技能@程
度正確把握 (推測) 6	
, 6検討詳細9&'
O@多=｡ 自己報告基(=間
接的推測=, 受講者身
"#$%&'基礎知識:技能可能限
K直接的調<7,立場	
, 3+
2問個々知識:技能"#$%&
'使用経験関連詳=調<
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R&S&T：情報教育, "#$%&'F3*H, ./0+1#23+2
	


 ! " #
, 結果, 	問題吟味・
選定
上資料活用
求｡
本稿, 大学入学以前
使用経験調査, 中嶋・古谷
( ) !実施"	得点
関連#調$目的
｡ 具体
的, %&所有／非所有, '(,
%&経験年数・使用頻度・用途)
"調査項目設定, %&所有
受
講者所有'受講者間	得
点差見*+,*, -", %&
経験年数・使用頻度・用途.)	
得点差見*+,*, #調
$｡ /, 	個々問題項目正
解率着目, %&所有／非所有, !
.(, %&経験年数・使用頻度・用途
違.0正解率大1変化
問題項
目+.,'内容*調$｡ 結
果*, 中嶋・古谷 ( ) 試作"
	問題項目吟味・精選
上指針
得｡


本学!2年度前期開講/"大
学共通科目 ｢情報処理Ⅰ｣ 中, 著者授
業担当"34受講者調査対象
"｡ 2年 月入学, 5年次在籍

学生,6, 後述
調査用紙対
回
答7)"89:名分析"｡ 調査
用紙回収率;<;7)"｡ 分析対象
')"89:名学科別人数内訳, 英
文学科;名, 心理・応用=>?@A
学科28名, 経済学科2名, 経営情報学科:名,
経済法学科22名, 福祉心理学科2<名, 7)
"｡
調査実施7"), 2年度前期
開講後5～B週間授業時間一部使用
"｡ 所要時間, 回答仕方関
説明
含8～8<分7)"｡
	

使用"調査用紙表5示
｡ 同表!
, 質問5*質問C-選択式, 質問
D*質問E-自由記述形式7)"｡
本稿, 質問5*質問C対
回答
集計"｡


最初, 分析対象')"89:名大学
入学以前%&使用関+.,
'経験有"*把握
",
表5示"調査用紙質問5*質問C
対
回答-, 人数内訳求"｡
次, 中嶋・古谷 ( ) !実施"
	得点今回調査"%&使用
経験関連F", 以下分析行)
"｡
①%&所有／非所有, ②%&
経験年数, ③使用頻度, ④用途多/, 
G要因関受講者分H, 分H
"受講者群間	得点比較"｡
例IJ, ①関, %&所有
受
講者所有'受講者B群分H, 
B#群間	得点比較"｡
②, ③, !.(④#同様7)"｡
'!, ④#, 表5示"調査用紙
中質問2!, 各受講者KLM3
"用途数.)受講者分H"｡
-", 	個々問題内容%&
使用経験関連#調$",
上述"①*④G要因関
受講者分H, 分H"受講者群内
	問題5*問題 -各問題正解率
() 算出"｡ ,  問題
G関, 異'受講者群間正解率
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差算出, 問題中	
内
容問題受講者群間正解率差大
 (小) 調｡
	

図図, 所有／非所有,
経験有無, 経験年数,
使用頻度, , 用途数, 関人数
内訳示｡
	


分析対象 
!"#$名, 中嶋・古谷
(%) 実施&'()獲得
得点分布図*示｡ 平均点"#$点,
最高点+,点 (点満点), 最低点-点,
標準偏差#%点! ｡ 中嶋・古谷
(%) 報告年次学生"#,名分./
0 比較 , 両者1同2分布
!｡
図3, 所有受講者群 所
有
受講者群 間&'(得点分布
比較結果示｡ 所有群方
得点高!｡
図4, 経験年数違!
)受講者分5, &'(得点分布比較
結果示｡ 経験年数"年未満 (図4)
 年 (図4)  間得点変化比
｢67/0基礎知識関&'(｣ 得点 67/0使用経験 関連8)
－#+－
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	
	
 

  
!" #$%&'()*+,-./0
1	
	
2$%&'(234
｢基礎知識関	
｣ 得点使用経験関連
－－
	

較的大｡ 変化比	
, 経験
年数年以上範囲見	得点変化
大｡
図, 使用頻度違受講者分
, 得点分布比較結果示｡
使用頻度上	 !得点高
	傾向見｡
図"#, $%&'用途数違
!受講者分, 得点分布比較
結果示｡ 用途数増(	 !
得点高	傾向見｡
以上結果, 得点高受講
者, 相応$%&'使用経験有!
	
)*+上,確認-｡ 図.
図"#概観	
, $%&'使用
経験/0, 経験年数,使用頻度1用途
数方得点与(	影響大
/見(	｡ 点関!, 経験年数,
使用頻度, 23, 用途数, 4 変数
/0, 5得点大
影響及6!	 !手
得	7, 得点目的変数, 上
述4変数説明変数
	89:8;
重回帰分析行｡ 結果, 各変数回
帰係数 (標準化係数) , 経験年数<#,
使用頻度=>, 用途数<? (=
@A("<"B@)"""##")｡ 大目
安	, 経験年数1使用頻度比	
,
用途数得点及6影響
大
示唆-	｡
	



中嶋・古谷 (=##@) 実施問
題中, $%&'使用経験!正解
率大変化	 (	変化)
問題C/内容	調｡
問題番号23問題内容 !, 中嶋・
古谷 (=##@) 付録参照-｡
5, @#問題DE !,
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	

所有受講者群所有	
受
講者群間正解率差算出	, 
差問題間比較	｡ 結果, 群
間正解率差, 最小値
(問題), 最大値 (問題)
｡ 正解率差大問題差
小 問題!"#"表, 表$%示
｡
次%, 経験年数各問題正解
率関連調&｡ 先%示	図'%(
), 経験年数*年以上範囲内+,
得点分布%大
変化
-,
経験年数*年以上受講者*群%.
/, *年未満群*年以上群間
正解率差算出	, "問題間
比較	｡ 結果, 群間正解率
差, 最小値0 (問題12), 最大
値1 (問題3) ｡ 正解
率差大問題差小 問
題!"#"表4, 表5%示｡
使用頻度異
受講者群間
各問題正解率差調&｡ ｢678
使用	)
｣ 回答	受講者群 ｢6
9毎日｣ 回答	受講者群間, 各問
｢:;<=基礎知識%関+,｣ 得点:;<=使用経験関連%)
－0>－
	
			
題正解率比較｡ 結果, 群
間正解率差	, 最小値

(問題),  (問題) ｡
正解率差
大問題差
小
問題表, 表 示!｡
最後 , "#$用途数各問題正
解率関連 %&, 用途
'()受
講者群用途
以上受講者群間
問題正解率差算出, *+問題
間比較｡ 結果, 群間正
解率差	, 最小値
 (問題,),
最大値
,- (問題) ｡
正解率差
大問題差
小
問題表., 表/ 示!｡
以下, 特 複数表 0
&1234
5問題項目 着目, 6問題
問7&%8知識内容"#$使用経
験関連 %&考察!8｡
() ｢3$｣
表9:, 3$答;<8問題	,
"#$所有!8受講者群所有=%受
講者群間正解率差
*
｡ 同時 , 表/9:, 問題	, 用
途数違% 98正解率差
小>, 
差	-｡
6結果	, 3$%?基礎用語
知&%8@?
, "#$@9
? 使&%89:A, 機器自体持&
%8@? 大>左右8示!
A考;68｡
() ｢BC4D｣
EF2操作法 関!8問題	, 表,
表, G9H, 表. 12345, 特
 表,	, 用途数違% 98正解率
差
%?高%値｡
6結果6, BC4D意味
7
8@?	, "#$使用経験深>関
係&G:, BC4D%?用語	, 受講者
"#$使用経験推測!8上=:有
効=“EIJI”=:得8KILIB
8%;8｡
() ｢｣
表.9:, 答;<8問題	,
用途数違% 98正解率差
,-
:, 値	今回分析中最大
｡ 6 , 表9:, 使用頻度違
% 9&A正解率 大=差
見6, 
差	｡
%?用語	, MIN作成
作業 特定的・限定的=知識89? 思
76, 問?問題 対!
8解答 MIN作成経験関連 
%&調O｡ 分析対象=,名
受講者中, 問題 正解受講者
	名｡ ?P, MIN作
成経験有!8受講者	名｡ 
0:, 問題 正解受講者約.割	,
MIN作成
=｡ 
6, "#$初心者 &,
%?用語	, 自身
 MIN
作成経験
8@? 必QA関係
=%9?8｡
(*)RST名
表.9:, RST名RST種類
関係問?問題	, 用途数違% 9
8正解率差
大>, 差	,*
｡ 0, 表9:, 使用頻度違
% 9&A正解率差
大>, 差	
*｡ RST理解	"
#$使用経験 大>左右8

確認｡
(-) ｢｣
答;<8問題	, 表U, 表,
G9H, 表/ 12345, "#$
使用経験
豊富 =&A, 正解率
変化
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示	
｡ 正解率自体低,
全名含
正解率
｡
, 初心者極
用語同時, 
使中次第身 !知識
"#$｡ , 
初心者"特殊"用語%#
｡
(&) ｢｣｢	


｣
表'%, () 問題*,
使用頻度違%正解率差大+,
,差&-./0
｡ 1
, 表*
%, 経験年数違%正解率差小
, ,差2./0
｡ 
()使用法, 現時点3程度頻繁
接触正解率大+左
右4%#見$｡
一方, 	


()使方問#問題5
, 表67%8表9%, 使用頻度:用途
数違%正解率変化小問題
;<0=>?	, ()関4
問題見@	
%#", 使用経験
豊富" 	正解率高"傾向
見@	"
｡ 例$A, 使用頻度影響
見B, ()問題, 使用頻
度違%正解率差&-./0
大+
 (表'), 	
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